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銀河を色々な回転の向きで相互作用 (GADGET-2 N-body code)

⚫ X+, X-, Y+, Y-, Z+, Z-の6種類のディスク回転
⚫ 質量比 1:10 (minor merger) & 1:1 (major merger)

→ 銀河の形態とmerging timeの変化を調べる

初速度 初速度

Minor merger
⚫ 時間がかかる(~4 Gyr)

⚫ バルジと歪んだ非対称ディスクをもつディスク銀河になる
⚫ 質量の最大は最後に来る

Major merger
⚫ より短い時間でmergeする (~ 0.5 – 0.7 Gyr)

⚫ minor mergerと比べてディスクが広がらない
second galaxyがZ+の時は歪んだ非対称warpディスクになる
その他はbulge/ellipsoidになる

⚫ 質量は~ 0.35 Gyrにピークが来る
(半径Rd, 高さ2z0内の円柱内の質量なので、二つの銀河が密集する瞬間に対応)
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